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仁
平
元
（
一
一
五
一
）
年
正
月
二
十
六
日
の
陣
定
で
、
近
江
や
但
馬
な
ど
十
一
か
国

か
ら
出
さ
れ
た
自
然
災
害
に
よ
る
損
失
の
た
め
済
物
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申

請
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

第日号

除
神
社
仏
寺
永
宣
旨
物
、
内
蔵
寮
御
服
並
紅
花
、
大
炊
寮
年
料
米
、
主
殿
寮
油
等

之
外
、
至
年
料
率
分
者
、
免
三
分
之
一
、
院
宮
済
物
諸
司
納
所
宜
令
半
減
（
1

）、

史人

免
除
し
な
い
済
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
物
品
か
ら
、
当
時
の
朝
廷
が
財
源
ま

た
は
支
出
料
物
と
し
て
、
何
を
重
要
視
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ら
の
物
品
の
う
ち
、
内
蔵
寮
の
御
服
は
天
皇
の
装
束
、
紅
花
は
装
束
の
染
料
、
大
炊

寮
の
年
料
米
は
大
炊
寮
の
官
人
給
食
、
、
王
殿
寮
の
油
は
朝
廷
で
の
日
常
と
行
事
に
お

け
る
照
明
な
ど
、
い
ず
れ
も
天
皇
の
生
活
と
朝
廷
の
運
営
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
官
司
は
、
料
物
を
年
間
の
所
済
数
を
定
め
て
数
か
国
か

ら
納
入
さ
せ
る
料
国
制
を
採
用
し
て
お
り
（
2

）
、
一
二
世
紀
以
降
は
料
物
確
保
の
方
策

と
し
て
使
補
保
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
て
こ
の
史
料
で
、
免
除
さ
れ
な
い
料
物
の
筆
頭
に
、
神
社
・
仏
寺
の
永
守
一
旨
物

（
以
下
、
永
宣
旨
料
物
と
総
称
す
る
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

永
宣
旨
料
物
と
は
、
特
定
の
国
々
に
特
定
物
品
の
特
定
量
を
期
目
指
定
し
て
進
納
す

星
野
公
克

る
こ
と
を
恒
久
的
に
定
め
た
宣
旨
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
料
物
の
こ
と
で
あ
る
。
永

宣
旨
に
よ
る
進
納
は
、
天
禄
元
（
九
七

O
）
年
九
月
八
日
の
九
通
の
太
政
官
符
で
、

御
斎
会
・
春
秋
の
季
御
読
経
・
賑
給
・
施
米
の
料
物
を
特
定
の
諸
国
に
賦
課
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
始
ま
っ
た
（
3

）O

『
小
野
宮
年
中
行
事
』
に
は
、
天
禄
元
年
の
太
政
官

符
が
宣
旨
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
例
と
し
て
春
季
御
読
経
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

天
禄
元
年
九
月
八
日
宣
旨
云
、
越
前
田
年
料
米
、
内
百
石
、
六
卜
一
ゐ
周
防
、
綿
代

銭
代
、
調
布
六
百
七
十
四
端
三
丈
、
信
乃
国
、
油
弐
石
八
斗
三
升
四
合
、
一
石
何

内
田
、
一
石
播
磨
岡
、
八
斗
三
升
四
合
一
一
一
一
川
圏
、
永
進
納
春
季
御
読
経
、
毎
年
正
月

内
早
令
進
納
、
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後
に
、
春
秋
の
仁
王
会
料
や
円
宗
寺
最
勝
会
・
法
華
会
料
な
ど
も
永
宣
旨
で
諸
国

に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
仏
事
を
中
心
と
す
る
重
要
行
事
に
対
し
て
、
永
宣
旨

で
国
を
指
定
し
て
賦
課
す
る
制
度
が
、
一

O
世
紀
後
半
以
降
の
平
安
時
代
を
通
じ
て

行
わ
れ
、
院
政
期
に
は
、
仏
事
の
盛
行
に
伴
い
広
い
範
囲
で
賦
課
が
拡
大
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
、
既
に
先
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

2
0

私
が
前
稿
一
（
5

）
で
指
摘
し
た
、
官
務
小
槻
氏
を
料
物
徴
収
の
責
任
者
と
し
、
延
久

元
（
一

O
六
九
）
年
以
後
、
代
々
の
天
皇
の
玉
体
安
穏
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
延
暦

寺
・
東
寺
・
園
城
寺
の
護
持
僧
に
そ
れ
ぞ
れ
如
意
輪
法
・
延
命
法
・
不
動
法
を
修
さ

せ
る
公
家
二
一
壇
御
修
法
の
料
物
も
、
永
宣
旨
に
よ
り
負
担
す
る
国
々
が
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
一
一
一
一
世
紀
中
葉
に
は
難
済
化
し
、
月
毎
に
担
当
固
と
所
済
数
を
定
め
る
料
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国
制
が
採
用
さ
れ
、
や
が
て
は
便
補
保
か
ら
の
徴
収
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
、
永
宣
旨
料
物
確
保
の
全
体
像
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
、

御
斎
会
・
仁
王
会
・
季
御
読
経
の
料
物
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
永
宣
旨

料
物
を
め
ぐ
る
一
般
的
な
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
便
補
の
対
象
と
な
る

所
領
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
、
本
稿
で
使
用
す
る
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

①
永
宣
旨
に
よ
り
、
特
定
国
に
毎
年
定
量
の
特
定
物
品
の
進
済
が
指
定
さ
れ
た
料
物

を
、
一
宣
旨
料
物
と
い
い
、
そ
れ
を
国
街
が
所
当
官
物
の
中
か
ら
負
担
す
る
こ
と
を
「
国

街
役
」
と
い
う
。

②
「
国
街
役
」
の
う
ち
、
国
司
が
京
都
及
び
そ
の
周
辺
の
京
庫
か
ら
弁
済
す
る
こ
と
を

「
京
下
」
と
い
い
、
庁
宣
を
携
え
た
使
者
が
在
国
に
下
向
し
在
庁
を
介
在
さ
せ
て
単
位

所
領
か
ら
直
接
徴
収
す
る
こ
と
を
「
国
下
」
と
い
う
。

③
国
司
が
永
宣
旨
料
物
の
弁
済
地
と
し
て
、
特
定
の
土
地
を
指
定
す
る
こ
と
を
便
補

と
い
い
、
便
補
さ
れ
た
土
地
を
便
補
保
と
い
う
。
便
補
保
か
ら
料
物
を
負
担
さ
せ
る

こ
と
を
「
保
役
」
と
い
う
。

④
便
補
保
に
は
国
司
主
導
型
と
料
物
受
納
側
主
導
型
が
あ
り
、
国
司
主
導
を
脱
し
た

料
物
受
納
側
主
導
型
便
補
保
が
、
中
世
諸
司
領
に
な
っ
て
い
く
。

一
、
便
補
保
か
ら
の
進
納

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
国
司
に
対
し
て
原
則
と
し
て
賦
課
を
免
除
さ

れ
な
い
は
ず
の
永
宣
旨
料
物
は
、
本
当
に
確
保
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仁
王

会
を
例
に
、
諸
国
か
ら
の
進
納
状
況
を
概
観
し
よ
う
。

文
治
四
（
一
一
八
八
）
年
六
月
の
仁
王
会
で
は
、
諸
国
か
ら
の
進
納
が
一
切
無
い

の
で
成
功
が
行
わ
れ
た

E
o
建
久
元
（
一
一
九

O
）
年
の
仁
王
会
も
、
料
物
の
欠
如

の
た
め
に
延
引
し
て
い
た
（
7

）O

ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
を
、
藤
原
親
雅
は
、
「
然

市
諸
国
永
宣
旨
国
々
、
都
以
難
済
、
成
功
之
者
、
一
切
不
出
来
、
仏
供
燈
明
料
猶
以

不
可
叶
云
々

E
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
の
春
季
仁
王

会
で
は
、
常
陸
国
・
能
登
国
・
相
模
国
は
進
納
し
て
き
た
が
、
他
の
国
々
は
「
自
余

雄
為
永
宣
旨
、
頻
対
拝
、
可
謂
不
便
乎
（
9

）
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
永
宣
旨
で
賦

課
さ
れ
た
と
し
て
も
、
滞
納
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
仁
王
会
を
行
う
た
め

に
わ
ず
か
の
国
々
か
ら
の
料
物
で
、
「
如
形
宛
仏
供
燈
明
（
刊
）
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
仁
王
会
・
季
御
読
経
・
御
斎
会
は
、
摂
関
期
以
降
、
王
朝
国
家
の
主
要

な
三
大
仏
事
に
な
っ
て
お
り
、
永
宣
旨
で
物
品
が
賦
課
さ
れ
て
も
滞
納
が
続
く
状
況

の
な
か
、
行
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
明
月
記
』
寛
喜
二
（
一
二
三

O
）
年
五
月
三
十
日
条
に
よ
る
と
、
前
日
か
ら
始
め

ら
れ
た
季
御
読
経
の
こ
と
に
つ
い
て
、
記
、
王
の
藤
原
定
家
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仁
王
会
季
御
読
経
供
米
年
来
被
切
付
越
前
国
、

立
替
其
所
、
荒
野
、
巳
以
断
絶
一
五
々

至
去
今
年
不
悌
怠
、
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仁
王
会
と
季
御
読
経
の
供
米
は
、
越
前
国
に
賦
課
さ
れ
、
去
年
及
び
今
年
ま
で
進

納
さ
れ
て
い
た
の
に
、
来
年
か
ら
は
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
傍
線

部
は
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
の
解
釈
に
あ
た
り
、
東

大
寺
の
覚
仁
と
い
う
僧
侶
が
久
安
四
（
一
一
四
八
）
年
に
注
進
し
た
東
大
寺
の
封
戸

に
つ
い
て
各
国
の
弁
済
状
況
を
記
し
た
注
進
状

E
が
参
考
に
な
る
。
注
進
状
の
越
中

国
の
説
明
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

越
中

便
補
保
庁
宣
了
、
但
只
荒
野
狭
少
、
使
者
在
国
、

越
中
国
が
負
担
す
る
東
大
寺
の
封
物
を
、
今
年
か
ら
国
街
の
官
物
か
ら
支
出
す
る

代
わ
り
に
、
越
中
国
内
の
一
定
の
国
街
領
に
便
補
し
、
便
補
保
と
す
る
こ
と
で
封
物

の
納
入
責
任
を
在
地
に
転
嫁
し
た
。
便
補
保
の
建
立
は
、
国
街
の
発
行
す
る
庁
宣
に
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よ
り
行
わ
れ
る
。
し
か
し
注
進
状
に
よ
る
と
、
便
補
保
と
さ
れ
た
土
地
が
荒
野
で
狭

く
、
開
発
と
経
営
の
た
め
に
東
大
寺
の
使
者
が
越
中
国
に
在
国
し
て
い
る
と
い
う
報

告
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
を
参
考
に
『
明
月
記
』
の
傍
線
部
を
解
釈
し
て
み
よ
う
。

以
前
か
ら
越
前
国
に
賦
課
さ
れ
た
仁
主
会
・
季
御
読
経
の
供
米
が
、
越
中
国
の
東

大
寺
の
封
物
と
同
じ
よ
う
に
便
補
保
か
ら
進
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
り
、

今
年
ま
で
は
滞
納
せ
ず
進
納
さ
れ
て
い
た
が
、
新
任
国
司
に
よ
り
「
被
立
替
其
所
」
、

す
な
わ
ち
便
補
さ
れ
た
国
街
領
の
場
所
が
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
変
更
さ
れ
た
場
所
が

荒
野
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
供
米
の
進
納
が
断
絶
し
て
し
ま
う
と
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
各
国
で
国
街
か
ら
の

支
出
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
く
状
況
が
あ
る
中
で
、
国
司
は
国
街
領
を
便
補
保
と
す

る
こ
と
で
進
済
責
任
を
果
た
し
て
い
く
が
、
国
司
の
交
替
に
よ
り
、
新
任
国
司
が
荒

野
に
便
補
の
地
を
切
り
替
え
て
難
済
化
し
て
い
く
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
と
判
断
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
国
司
は
未
聞
の
荒
野
を
便
補
の
地
に
指
定
、
あ
る
い
は
切
り
替

え
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
で
は
料
物
調
達
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
受
納
官
司
か
ら
使

者
が
派
遣
さ
れ
、
使
者
が
現
地
の
領
、
王
と
協
調
し
て
開
発
・
勧
農
を
行
う
こ
と
に
成
功

し
て
、
初
め
て
便
補
保
か
ら
の
安
定
し
た
料
物
調
達
が
可
能
に
な
る
と
い
う
状
況
が
、

広
範
囲
に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
院
政
期
以
降
に
仏
事
か
ら
神
事
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
、
国
街

に
対
す
る
永
宣
旨
に
よ
る
行
事
費
用
の
賦
課
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
便
補
保
か
ら
の
進

納
に
転
換
さ
れ
て
い
く
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
季
御
読
経
・
仁
王
会
・
御

斎
会
の
順
に
検
討
す
る
。

文
治
一
一
（
一
一
八
六
）
年
十
月
、
朝
廷
か
ら
全
国
的
な
地
頭
の
横
暴
を
停
止
さ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
て
出
さ
れ
た
源
頼
朝
書
状
主
に
、
「
神
社
仏
寺
所
領

者
、
去
比
令
沙
汰
進
候
了
、
其
他
院
官
・
貴
所
及
諸
家
、
諸
司
・
諸
国
季
御
読
経
御

析
用
途
便
補
保
等
事
、
下
文
二
百
五
十
枚
・
書
状
一
一
通
」
と
あ
る
。
諸
国
季
御
読
経

御
祈
用
途
便
補
保
と
は
、
春
秋
の
季
御
読
経
の
実
施
に
必
要
な
物
品
を
納
め
る
保
で

あ
る
。
「
諸
国
」
と
い
う
丈
一
一
二
口
か
ら
も
、
季
御
読
経
の
物
品
を
賦
課
さ
れ
た
便
補
保
が

第 6号史人

各
国
に
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
仁
王
会
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
寛
元
三
（
一
二
四
五
）
年
二
月
十
日
、
議
定
で
、

「
仏
事
興
行
事
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
（
円
）
、
公
家
三
壇
御
修
法
・
季
御
読
経
・
仁
王
会

の
料
物
の
不
足
が
問
題
に
な
っ
た
。
仁
王
会
に
つ
い
て
は
「
但
如
仁
王
会
用
途
、
有

便
補
保
仁
治
被
沙
汰
出
也
、
』
一
日
放
伏
申
了
、
可
被
札
行
欺
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仁

王
会
に
つ
い
て
は
、
便
補
保
が
置
か
れ
て
お
り
、
仁
治
年
間
に
便
補
保
か
ら
の
調
達

が
再
確
認
さ
れ
、
そ
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
便
補
保
か
ら
料
物
を
確
保
す
べ
き
で
は

な
い
か
、
と
い
う
裁
定
が
な
さ
れ
た
。
ゴ
一
行
事
の
う
ち
、
仁
王
会
の
み
便
補
保
の
こ

と
が
こ
と
さ
ら
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
仁
王
会
の
費
用
も
便
補
保

か
ら
の
進
納
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
御
斎
会
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
貞
応
元
（
一
一
て
二
一
）

し
た
『
経
光
卿
記
（
日
）
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

年
の
御
斎
会
に
つ
い
て
記
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兼
又
御
斎
会
便
補
保
、
播
磨
国
両
保
県
津
美
作
保
等
為
口
口
口
押
領
、
即
供
米

百
九
十
石
、
泊
三
石
一
向
可
欠
如
、
紀
伊
国
便
補
保
者
、
為
公
尚
宿
禰
沙
汰
、

不
顧
武
士
事
致
其
弁
六
十
石
、

「
御
斎
会
便
補
保
」
と
明
記
さ
れ
た
保
が
、
播
磨
・
摂
津
・
美
作
・
紀
伊
の
各
国
に

あ
り
、
播
磨
に
は
「
阿
保
」
と
あ
る
よ
う
に
二
ケ
所
の
保
が
存
在
す
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
国
々
は
、
天
禄
元
年
に
初
め
て
永
宣
旨
に
よ
る
御
斎
会
の
費
用
の
賦
課
が
定

め
ら
れ
た
国
々
と
一
致
し
て
い
る
。
史
料
の
文
言
か
ら
、
費
用
で
あ
る
米
と
油
は
各

国
の
保
か
ら
の
納
入
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
明
ら
か
に
永
官
一
旨
料
物
の

便
補
を
目
的
と
し
た
保
が
存

ιし
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

文
暦
元
（
一
二
三
凹
）
年
の
『
経
光
卿
御
斎
会
奉
行
記
（
円
｝
』
で
、

体
的
に
確
認
し
よ
う
。

正
月
三
日
、

も
う
少
し
具

諸
国
は
作
物
の
実
り
が
悪
い
こ
と
な
ど
を
理
山
に
進
納
せ
ず
、

六
日
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に
な
っ
て
も
御
斎
会
に
用
い
る
諸
国
か
ら
の
物
品
は
全
く
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
七

日
に
は
少
し
届
き
始
め
た
が
、
九
日
条
に
「
供
料
無
沙
汰
、
陵
遅
之
由
訴
申
、
早
播

磨
・
紀
伊
両
国
便
補
保
、
丁
寧
可
致
沙
汰
之
由
、
」
と
あ
る
。
供
料
が
便
補
保
か
ら
の

進
納
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
播

磨
等
の
国
々
が
最
近
は
未
進
が
多
い
と
し
な
が
ら
も
、
朝
廷
の
申
し
合
わ
せ
事
項
と

し
て
の
「
御
斎
会
官
方
可
存
知
条
々
」
の
項
目
の
一
つ
に
「
一
、
永
宣
旨
召
物
国
事

米
便
補
保
」
を
あ
げ
て
い
る
。
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
や
地
頭
の
押
領
に
よ
っ
て

納
入
が
困
難
な
状
況
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
御
斎
会
の
実
施
に
必
要
な
米
と
油
は
、

便
補
保
か
ら
の
進
納
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
永
宣
旨
に
よ
り
賦
課
さ
れ
る
季
御
読
経
・
仁
王
会
・
御
斎
会
の
費
用
は
、

鎌
倉
時
代
に
は
い
ず
れ
も
便
補
保
か
ら
の
進
納
に
転
換
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ニ
、
「
国
司
主
導
型
」
の
保
へ
の
便
補

次
に
永
宣
旨
料
物
が
便
補
さ
れ
る
保
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

大
蔵
省
と
内
蔵
寮
の
便
補
保
に
関
す
る
記
事
の
あ
る
『
民
経
記
』
寛
喜
三
（
一
二
三

一
）
年
八
月
四
日
条
か
ら
十
日
条
を
見
ょ
う
。
四
日
条
に
よ
る
と
、
北
野
祭
で
大
蔵
省

が
負
担
す
る
費
用
で
あ
る
幣
料
の
こ
と
で
、
大
蔵
省
年
預
安
部
久
頼
が
対
拝
し
て
い

る
諸
国
を
謹
責
し
た
が
領
状
は
少
な
か
っ
た
。
日
記
の
記
主
の
広
橋
経
光
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
は
、
大
蔵
卿
菅
原
為
長
が
用
途
を
徴
収
す
る
手
段
を
講
じ
な
か
っ
た
た

め
だ
と
す
る
。
そ
し
て
「
諸
国
所
立
置
之
便
補
保
等
、
不
充
此
祭
事
者
、
充
何
事

乎
」
と
述
べ
、
諸
国
の
大
蔵
省
便
補
保
か
ら
調
達
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
こ
こ
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
大
蔵
省
便
補
保
は
、
為
長
の
死
後
に
大
蔵
卿
に
な
っ
た
葉
室

定
嗣
が
、
吉
田
祭
の
幣
料
に
つ
い
て
「
募
省
家
便
補
保
也
、
所
当
奉
送
了
」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
進
納
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
蔵
省
の
便
補
保
が
、
諸

国
の
国
街
に
賦
課
し
て
徴
収
す
る
よ
り
も
、
確
実
に
式
数
通
り
の
料
物
を
そ
ろ
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
伊
勢
神
宮
へ
の
幣
料
を
め
ぐ
る

（
一
二
四
六
）
年
九
月
十
一
日
条
の
記
事
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

『
葉
黄
記
』
寛
元
四

別
宮
十
一
ケ
所
幣
、
大
蔵
省
切
諸
国
、
近
代
麻
布
・
雑
紙
等
、
少
々
随
所
済
、

被
奉
献
之
、
色
代
猶
不
満
本
数
、
朝
家
之
陵
遅
、
只
在
此
事
、
今
度
予
申
事
由
、

為
省
家
便
補
保
之
勤
、
如
法
以
見
色
任
式
文
沙
汰
進
了
、

こ
の
大
蔵
省
使
補
保
に
つ
い
て
、
本
郷
恵
子
氏
は
為
長
が
使
補
保
の
興
行
と
い
う

形
で
経
営
に
乗
り
出
し
、
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る

B
o

『
民
経
記
』
に
も
ど
る
と
、
八
月
五
日
条
で
経
光
は
関
白
か
ら
内
蔵
寮
へ
の
伝
達

を
命
じ
ら
れ
た
。
内
容
は
、
公
卿
勅
使
の
御
服
の
調
進
に
つ
い
て
、
五
月
か
ら
八
月

ま
で
の
月
宛
の
国
々
が
未
済
な
の
で
、
九
月
分
の
進
納
を
尾
張
に
命
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
十
日
に
関
白
邸
を
訪
れ
た
経
光
に
対
し
て
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
未
済
の
美

濃
・
三
河
の
う
ち
、
一
二
河
に
つ
い
て
「
参
川
事
、
便
補
庁
宣
、
可
返
遣
国
司
許
也
」

と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
。
保
を
建
立
す
る
に
は
、
庁
宣
が
必
要
で
あ
る
。
三
河
国
司

が
国
内
の
い
ず
れ
か
の
地
を
内
蔵
寮
便
補
保
を
設
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

料
物
を
進
納
で
き
て
い
な
い
の
で
、
便
補
庁
宣
を
国
司
に
返
す
、
す
な
わ
ち
国
司
が

指
定
し
た
地
域
の
便
補
を
返
上
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
参
内
し

た
経
光
に
よ
っ
て
朝
廷
に
伝
え
ら
れ
、
勅
定
と
な
っ
た
。
三
河
国
司
は
後
日
、
新
た

に
三
河
国
内
の
「
和
田
保
」
を
内
蔵
寮
便
補
保
と
し
た
。
便
補
の
地
を
変
更
せ
よ
と

い
う
勅
定
を
受
け
て
、
新
し
い
土
地
へ
の
立
て
替
え
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
河
の
内
蔵
寮
の
保
と
、
先
述
し
た
大
蔵
省
の
保
で
は
、
そ
の
性
格
に
大
き
な
差

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
河
の
保
は
、
国
司
に
よ
る
料
所
の
設
定
が
行
わ

れ
て
成
立
し
た
。
立
保
し
た
か
ら
と
言
っ
て
必
ず
し
も
料
物
を
進
納
で
き
る
と
は
限

ら
ず
、
国
司
の
責
任
転
嫁
の
意
味
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
保
は
も
と
よ
り
国
司
の

主
導
に
よ
り
立
保
が
可
能
と
い
う
面
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
一
世
紀
四
十
年
代
以

降
に
国
街
行
政
単
位
が
で
き
た
後
も
、
あ
る
種
の
納
物
が
便
補
さ
れ
て
「
某
保
」
と
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称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
司
の
主
導
と
い
う
性
格
が
色
濃
く
現
れ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

私
は
前
稿
二
で
成
立
期
の
主
殿
寮
・
造
酒
司
・
大
炊
寮
等
の
諸
司
領
便
補
保
に
つ

い
て
考
察
し
、
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

E
o

す
な
わ
ち
便
補
保
は
、
国
司
が
納
物
の
負
担
を
保
に
転
嫁
す
る
と
い
う
性
格
が
強

く
、
立
保
時
に
国
司
が
国
街
領
の
中
か
ら
料
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
国

司
の
便
宜
的
措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
、
国
司
の
遷
替
に
よ
り
、
存
在
を
お
び
や

か
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
保
の
建
立
の
さ
れ
方
を
、
国
司
主
導
型
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
三
河

の
内
蔵
寮
便
補
保
は
、
ま
さ
に
国
司
主
導
で
立
て
替
え
ら
れ
た
。
越
前
の
仁
王
会
と

季
御
読
経
の
供
米
の
保
は
、
「
今
御
時
被
立
替
其
所
、
荒
野
、
己
以
断
絶
云
々
」
と
、

明
ら
か
に
国
司
主
導
型
の
保
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

庁
宣
が
下
さ
れ
て
便
補
保
と
な
っ
た
場
所
が
「
荒
野
」
な
の
は
、
先
述
し
た
東
大

寺
の
保
の
史
料
に
も
見
ら
れ
、
越
前
回
の
保
と
同
様
な
面
も
あ
る
が
、
違
う
面
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
東
大
寺
は
荒
野
開
発
の
た
め
の
使
者
を
在
国
さ
せ
て
お
り
、
こ

れ
は
東
大
寺
の
在
地
経
営
へ
の
積
極
的
関
与
を
意
味
す
る
。
大
蔵
省
の
便
補
保
が
葉

室
定
嗣
の
要
求
に
答
え
ら
れ
る
だ
け
の
料
物
を
進
納
で
き
た
の
も
、
何
ら
か
の
形
で

の
在
地
経
営
へ
の
関
与
が
想
定
さ
れ
（
店
、
積
極
的
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
便
補
保
を
料
物
受
納
側
主
導
型
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
例
、
一
一
一
河
国
和
田
保
と
同
じ
よ
う
な
例
を
あ
げ
、
国
司
主

導
引
の
保
の
持
つ
性
格
を
別
な
側
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

宝
治
元
（
二
四
七
）
年
二
一
月
十
一
日
、
参
議
大
蔵
卿
葉
室
定
嗣
は
、
以
前
か
ら

提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
た
年
間
の
恒
例
・
臨
時
の
蔵
人
方
公
事
用
途
の
詳
細
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
用
途
調
達
状
況
を
注
進
し
た

B
o
そ
の
注
進
状
に
は
「
夏
間
蔵
人

方
恒
例
、
公
事
用
途
」
と
し
て
四
月
一
日
舗
設
・
賀
茂
祭
・
最
勝
会
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
舗
設
に
つ
い
て
、
用
途
調
達
の
変
遷
を
見
て
み
よ
う
。

四
月
一
日
舗
設
と
い
う
の
は
、
更
衣
（
こ
ろ
も
が
え
）
の
こ
と
で
あ
り
、
御
凡
帳

第 6号史人

－
御
座
な
ど
を
夏
用
に
取
り
換
え
る
も
の
で
、
本
来
は
掃
部
奈
が
用
意
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
定
嗣
の
注
進
に
よ
る
と
、
鋪
設
用
途
は
蔵
人
所
牒
に
よ
り
、
諸
国
か
ら
進

納
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
が
、
期
日
に
な
っ
て
も
集
ま
ら
な
い
の
で
、
成
功
に
頼
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
成
功
が
嘉
禎
年
間
に
「
冬
御
更
衣
」
で
モ
万
疋
、
こ
こ
数
年
の

「
夏
御
更
衣
」
で
十
三
万
疋
に
達
し
、
一
年
間
で
四
倍
に
も
な
る
の
で
、
成
功
を
や

め
て
諸
国
に
課
す
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
諸
国
か
ら
は
進
納
さ
れ

て
は
い
な
い
。

そ
こ
で
、
御
座
に
つ
い
て
「
掃
部
寮
領
事
、
柳
有
興
行
、
一
向
可
為
寮
家
之
勤

乎
」
と
あ
り
、
掃
部
寮
領
を
「
興
行
」
し
て
そ
こ
か
ら
調
進
さ
せ
て
き
た
と
い
う
。

し
か
し
実
際
の
掃
部
寮
領
は
「
掃
部
寮
便
補
国
司
転
倒
所
々
」
と
し
て
出
雲
国
赤
江

保
・
周
防
国
久
賀
保
・
備
中
国
永
富
保
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
掃
部
寮
に
よ
り
「
興

行
」
さ
れ
る
前
の
状
態
を
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
保
は
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
保
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
（
一
一
七
八
）
年
四
月
二
十
三
日
条
所
収
の
周
防
国
在
庁
官
人
等

解
の
第
二
条
に
見
え
る
周
防
国
久
賀
保
に
関
連
す
る
記
述
か
ら
手
が
か
り
を
え
た
い
。
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一
、
為
所
衆
高
信
、
久
賀
・
目
前
・
由
良
、
号
地
頭
打
開
官
庫
、
押
取
所
納
米
、

如
保
司
張
行
雑
事
、
不
随
国
務
事
、

右
件
所
々
者
、
非
指
庄
号
之
地
、
有
限
国
保
勿
論
之
公
領
也
、
（
以
下
略
）

蔵
人
所
の
使
者
で
あ
る
所
衆
両
信
が
、
地
頭
だ
と
い
っ
て
官
庫
に
納
め
て
あ
る
米

を
押
取
し
保
司
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
国
街
の
検
回
収
納
な
ど
を
対
拝
す
る
行
為
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
か
所
は
「
指
庄
号
之
地
」
で
は
な
く
「
有
限
国

保
勿
論
之
公
領
」
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
国
街
在
庁
に
言
わ
せ

れ
ば
、
便
補
保
は
荘
園
で
は
な
く
、
国
街
領
の
保
な
の
で
あ
る
員
。

こ
れ
ら
の
保
は
、
本
来
は
所
当
宵
物
を
回
街
に
納
入
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

永
宣
旨
に
よ
り
特
定
の
料
物
が
蔵
人
所
に
対
し
て
便
補
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。



そ
の
例
を
次
に
示
そ
う
。
仁
平
一
一
（
一
一
五
一
一
）
年
七
月
、
備
後
国
司
は
留
守
所
へ
庁

宣
を
発
し
、
戸
張
保
が
高
野
山
領
大
田
荘
の
四
至
内
に
含
ま
れ
る
の
で
、
荘
領
に
せ

よ
と
命
じ
た
言
。

但
於
本
古
作
伺
所
当
者
、
不
知
見
不
作
田
、
任
員
数
毎
年
於
円
宗
寺
可
令
弁
済

也
、
済
物
免
除
之
時
者
、
可
令
弁
国
庫
也
、

永宣旨料物の便補について（星野）

『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と
、
備
後
固
か
ら
円
宗
寺
に
は
、
永
宣
旨
で
米
三
十
五
石

を
進
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
円
宗
寺
へ
納
め
る
料
米
が
免
除
さ
れ
る
と
き
は

国
街
へ
納
入
さ
れ
る
と
い
う
記
述
か
ら
、
戸
張
保
は
備
後
国
の
永
宣
旨
料
物
の
便
補

保
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
円
宗
寺
料
米
が
免
除
さ
れ
る
年
に
は
、
料
米
相
当

の
所
当
は
国
街
に
取
得
権
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
周
防
国
久
賀
保
も
、
同
じ
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
久
賀
保
は
周
防
固
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
掃
部
寮
納
物
が
便
補

さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
国
街
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
三
河
国
で
国

司
の
主
導
に
よ
り
、
和
太
保
が
内
蔵
寮
領
と
し
て
立
て
替
え
ら
れ
る
の
と
同
じ
形
態

と
推
測
さ
れ
る
。

諸
可
の
便
補
保
が
、
国
司
主
導
に
よ
っ
て
特
定
地
に
指
定
さ
れ
る
場
合
、
国
司
は

で
き
る
だ
け
国
庫
収
入
が
減
収
し
な
い
荒
野
や
荒
廃
田
を
選
ん
で
便
補
し
よ
う
と
し
、

料
物
が
確
保
で
き
た
と
し
て
も
、
国
内
の
別
の
荒
野
を
指
定
し
て
交
換
を
求
め
る
の

で
あ
る
。
ど
こ
に
便
補
保
を
設
定
す
る
か
は
国
司
の
権
限
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
国
司
主
導
型
便
補
保
の
特
徴
で
あ
る
。

定
嗣
の
注
進
に
「
国
司
転
倒
所
々
」
と
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
。
国
司
に
よ
る
料
所
日
便
補
保
の
指
定
は
、
転
倒
に
つ
な
が
る
危
険
性
を

常
に
は
ら
ん
で
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
更
衣
の
御
座
に
つ
い
て
、

『
経
俊
卿
記
』
宝
治
元
（
一
二
四
七
）
年
十
一
月
一
日
条
に
二
向
掃
部
寮
沙
汰
也
、

被
付
諸
国
便
補
保
三
ケ
所
之
問
、
自
去
夏
、
為
寮
家
沙
汰
調
進
之
」
と
あ
り
、
先
述

し
た
出
雲
国
赤
江
保
・
周
防
国
久
賀
保
・
備
中
国
永
富
保
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
「
掃
部
寮
便
補
国
司
転
倒
所
々
」
、
す
な
わ
ち
国
司
主
導
型
で
あ
っ
た
た
め
に
転

倒
し
た
既
存
の
三
便
補
保
に
対
す
る
国
街
の
代
替
地
変
更
権
を
否
定
し
、
掃
部
寮
の

「
一
向
沙
汰
」
権
を
公
認
し
て
、
国
街
の
干
渉
を
受
け
な
い
掃
部
寮
領
と
な
り
、
安
定

し
て
更
衣
御
座
料
物
を
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国

街
に
経
営
を
依
存
す
る
こ
と
な
く
独
自
に
使
者
を
派
遣
し
、
現
地
の
領
主
と
協
調
し

て
経
営
を
安
定
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
広
く
納
官
済
物
が
便
補
さ
れ
る
保
を
考
え
る
場
合
、
ど
の

よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
太
政
官
厨
家
の
使
補
保
に
つ
い
て
考
察
し
た
前
稿
一
に
お
い
て
、
官
務
小
槻

氏
が
諸
司
領
の
中
で
最
も
早
く
建
久
年
間
に
子
孫
相
伝
の
宣
旨
を
得
て
所
領
と
し
て

確
立
し
た
荘
保
は
、
官
務
が
統
括
す
る
公
家
三
壇
御
修
法
料
物
が
賦
課
さ
れ
た
月
宛

の
国
々
の
中
で
、
小
槻
氏
が
立
保
に
成
功
し
た
も
の
だ
と
位
置
づ
け
た
。
官
中
便
保

地
由
緒
注
文
案
（
担
）
（
以
下
、
『
由
緒
注
文
』
と
略
称
す
る
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
荘
保

以
外
に
、
多
く
の
国
司
主
導
型
の
保
が
存
在
し
、
転
倒
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
源
平
内
乱
期
以
降
、
各
国
に
賦
課
さ
れ
た
諸
司
納
物
は
、
国
司

の
主
導
で
料
所
を
指
定
し
て
便
補
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国

司
主
導
型
の
保
は
、
転
倒
と
い
う
危
険
性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
た
の
で
、
各
官
司
と

も
、
行
事
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
物
品
を
確
保
す
る
た
め
に
、
功
力
を
入
れ
る
な

ど
積
極
的
に
経
営
に
か
か
わ
っ
て
い
く
方
向
に
向
か
う
と
と
も
に
、
そ
こ
に
は
坂
本

賞
三
氏
が
指
摘
さ
れ
た
行
事
遂
行
の
た
め
に
政
府
の
手
助
け
に
よ
る
諸
司
領
の
荘
闘

化
が
想
定
さ
れ
る
。
太
政
官
厨
家
領
や
先
述
し
た
大
蔵
省
領
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
国
に
賦
課
さ
れ
る
料
物
は
増
加
し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
下
・

京
下
に
よ
る
「
国
街
役
」
で
は
弁
済
さ
れ
な
い
の
で
、
便
補
保
を
設
定
す
る
「
保

役
」
と
称
さ
れ
る
方
法
に
移
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
中
に
多
く
の
国
司
主
導
型
の
保

が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
由
緒
注
文
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公

家
三
壇
御
修
法
料
物
が
便
補
さ
れ
て
い
た
美
濃
国
妻
木
保
や
越
前
国
六
条
保
（
お
）
、
先
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述
し
た
内
蔵
領
和
田
保
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
の
官
司
の
所
領
の
巾
に
二
系
統
の
保
が
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
御
斎
会
・
仁
王
会
・
季
御
読
経
の
料
物
に
代
表
さ
れ
る
永
宣
旨
料
物
が

賦
課
さ
れ
る
保
は
、
基
本
的
に
国
司
主
導
型
の
保
と
い
う
状
況
を
抜
け
き
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
不
安
定
さ
を
伴
い
な
が
ら
も
、
国
司
主
導
型
の
保
へ
賦
課
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

季
御
読
経
料
物
の
便
補
保
に
関
連
し
て
、
『
経
光
卿
記
』
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
四

月
下
巻
紙
背
ぃ
込
書
に
あ
る
大
隅
国
司
請
文
を
見
ょ
う
。

2 0 1 5 

季
御
読
経
済
物
事
、
任
府
宣
可
令
進
納
之
由
、
重
被
仰
ド
旨
、
謹
以
承
候
了
、

但
子
細
先
度
言
上
候
了
、
前
々
国
司
府
料
物
方
、
皆
以
切
催
便
補
保
候
云
々
、

其
k
於
京
都
進
済
之
状
、
難
叶
候
、

第品目’

春
季
御
読
経
に
、
大
宰
府
は
絹
一
三

O
疋
を
進
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
き
、

大
宰
府
は
そ
れ
を
管
内
の
諸
国
に
分
配
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
隅
国
で
は
前
々

国
司
の
と
き
に
「
府
宣
」
に
よ
り
す
べ
て
便
補
保
に
切
り
替
え
、
季
御
読
経
済
物
も
そ

の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
春
季
御
読
経
料
物
を
便
補
保
か

ら
の
進
納
以
外
に
京
都
で
弁
済
す
る
こ
と
は
不
吋
能
で
あ
り
承
服
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
大
宅
権
帥
は
、

史人

依
府
済
物
令
し
忙
便
補
保
、
不
限
大
隅
回
、
管
内
諸
国
一

物
者
、
各
別
事
依
前
々
同
司
比
白
以
致
共
沙
汰

f
、

同
事
也

然
而
京
都
済

と
述
べ
た
。
大
宰
府
へ
の
進
納
を
便
補
保
か
ら
行
う
こ
と
は
大
宰
府
管
内
の
諸
国
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
で
、
ぃ
爪
都
へ
進
納
す
る
済
物
は
、
各
同
の
国
司
が
個
別
に
対
応

し
て
き
た
と
い
う
。
大
宰
府
の
主
張
の
真
意
は
、
同
じ
紙
背
丈
芹
の
中
に
あ
る
右
E
V
U

掌
小
槻
某
の
書
状
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

大
隅
与
大
宰
府
相
論
十
字
、
誠
不
可
口
候
、
但
宰
府
申
状
、
立
渡
便
補
保
者
、
府

口
物
方
也
、
於
京
済
物
者
、
尚
可
為
同
司
沙
口
由
、
被
巾
候
哉
、
此
条
凡
無
謂

候
哉
、

大
宰
府
と
京
都
の
朝
廷
の
問
で
認
識
の
差
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
季
御
読

経
行
事
遥
営
に
閣
わ
る
右
官
掌
小
槻
某
は
、
便
補
保
は
府
済
物
弁
済
の
た
め
だ
け
で

い
尽
済
物
は
そ
れ
と
は
別
途
に
国
司
の
沙
汰
と
い
う
大
宰
府
側
の
主
張
は
、
謂
れ
の
な

い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
実
際
に
大
宰
府
管
内
諸
国
で
立
保
さ
れ
て
い
る
の
は
、

大
宰
府
の
指
示
に
よ
る
国
司
主
導
型
の
保
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
宰
府
は

府
が
認
識
す
る
府
済
物
の
み
の
確
実
な
弁
済
を
め
ざ
し
て
保
か
ら
の
進
納
を
主
張
し
、

季
御
読
経
済
物
ま
で
各
同
の
便
補
保
か
ら
支
出
さ
せ
る
の
は
許
容
量
を
超
え
て
し
ま

う
こ
と
を
予
測
し
た
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
永
宣
旨
料
物
で
あ
る
季
御
読
経
済
物
を

弁
済
し
た
い
国
司
は
便
補
保
か
ら
進
納
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
何
と
か
季
御
読
経
済

物
を
確
保
し
た
い
朝
廷
も
便
補
保
か
ら
の
進
納
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

転
倒
の
危
険
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
宰
府
と
朝
廷
が
と
も
に
便
補
保
か
ら
の
進

納
に
同
執
す
る
の
は
、
た
と
え
国
司
主
導
型
の
保
で
あ
っ
て
も
便
補
保
か
ら
の
進
納

の
保
役
の
方
が
、
料
物
を
確
保
で
き
る
吋
能
性
が
高
か
っ
た
か
ら
と
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

私
は
前
稿
一
一
で
、
文
治
六
一
一
九

O
）
年
の
成
立
期
の
主
殿
寮
便
補
保
の
分
析

を
試
み
、
諸
斗
納
物
の
難
消
化
が
進
む
巾
で
、
所
消
定
数
に
満
た
な
く
て
も
、
諸
司

は
立
保
さ
れ
れ
ば
是
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
し
た
。
同
じ
状
汎
が
鎌
倉
期
の
、
水

ケ
口
一
旨
料
物
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
京
什
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
右
宵
掌
小
槻
某
の
書
状
に
あ
る
、
国
寸
主
導
型
の
保
が
転
倒
し
た
例
を
あ
げ

よ
う
。
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率
分
所
与
常
陸
国
相
論
事
、
（
中
略
）

進
済
之
由
乍
請
申
、
自
由
対
梓
之
条
、

代
々
便
補
口
被
転
倒
之
時
、

無
其
謂
之
旨
巾
候
乎
、

任
白
文
可

永賞旨料物の｛更補について（星野）

不
分
所
の
保
に
つ
い
て
、
弘
安
二
（
：
一
七
九
）
年
の
常
陸
国
作
田
惣
勘
文
案
（
日
）

に
、
「
大
沢
コ
一
十
七
丁
、
率
分
保
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
常
陸
国
司
は
、
率
分
所
か

ら
賦
課
さ
れ
た
納
物
を
、
筑
波
郡
大
沢
の
地
に
便
補
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
率
分

保
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
書
状
の
中
で
、
保
が
転
倒
す
れ
ば
国
街
役
、

す
な
わ
ち
率
分
所
切
下
丈
に
し
た
が
い
京
都
で
弁
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
対
拝
し
て
い
る
こ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
保
が
転
倒
し
て
国
街
役

に
な
れ
ば
、
少
量
の
納
物
さ
え
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
の
で
、
可
能
な
限

り
保
役
で
進
納
さ
せ
た
い
と
い
う
状
況
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
祝
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
永
宣
旨
料
物
を
国
司
主
導
型
の
便
補

保
に
任
せ
て
お
く
の
で
は
な
く
、
行
事
を
拒
当
す
る
料
物
受
納
側
が
、
現
地
の
領
、
王

と
協
力
し
て
、
積
極
的
に
保
の
開
発
・
維
持
・
経
営
に
乗
り
だ
す
必
要
が
あ
っ
た
。

前
稿
一
で
指
摘
し
た
、
永
宣
旨
で
賦
課
さ
れ
た
公
家
三
墳
御
修
法
の
料
物
徴
収
の
責

任
主
で
あ
っ
た
官
務
小
槻
氏
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
諸
司
領
便
補
保
へ
の
納
物
の
集
中

諸
国
か
ら
国
街
役
で
は
永
宣
旨
料
物
は
進
納
さ
れ
ず
、
た
と
え
便
補
保
が
立
保

さ
れ
た
と
し
て
も
不
安
定
さ
を
伴
う
状
況
で
は
難
済
が
恒
常
化
し
て
い
く
な
か
で
、

国
司
に
と
っ
て
最
も
確
実
な
料
物
弁
済
の
た
め
の
方
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
御
斎
会
に
つ
い
て
。
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
の
『
勝
延
法
眼
記
（
ヲ
』
に
よ

れ
ば
、
御
斎
会
の
供
米
は
「
播
磨
国
保
」
と
「
紀
伊
保
」
に
、
燈
泊
は
「
照
津
国

保
」
・
「
美
作
保
」
・
「
美
乃
保
」
に
便
補
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
巾
の
「
美
作
保
」
に
つ

い
て
、
文
永
年
聞
の
『
由
緒
注
文
』
の
美
作
国
田
原
荘
の
項
に
関
連
史
料
が
あ
る
。

件
庄
者
、
白
本
領
主
二
一
野
頼
延
之
子
伝
領
之
後
、
隆
職
宿
桶
為
領
主
、
多
年
知

行
、
元
暦
二
年
就
御
斎
会
行
事
所
解
状
、
被
下
相
伝
宣
旨
了
、

す
な
わ
ち
、
「
美
作
保
」
と
は
、
御
斎
会
の
料
物
が
便
補
さ
れ
て
小
槻
降
職
が
子
孫
相

伝
の
宣
旨
を
得
た
美
作
国
田
原
荘
の
前
身
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
覚
、
禅
抄
』

永
承
六
（
一
一
一
八
）
年
王
月
八
日
条
五
）
に
は
、
美
作
は
「
八
省
御
斎
会
修
真
言
法
所

料
」
と
し
て
綿
と
薪
を
進
納
す
る
と
あ
り
、
美
作
田
へ
の
泊
以
外
の
賦
課
も
確
認
で
き
る
。

太
政
官
厨
家
領
の
便
補
保
は
、
建
久
年
間
に
集
中
し
て
所
領
と
し
て
確
立
し
荘
固

化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
太
政
官
厨
家
と
と
も
に
官
御
祈
願
所
を
統
括
し
て
い
た
官
務

小
槻
氏
が
、
公
家
三
壇
御
修
法
の
料
物
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
の
策
で
あ
る
き
と

と
も
に
、
坂
本
賞
三
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
朝
廷
が
用
途
に
見
合
う
だ
け
の
荘
園
を
最

終
的
に
確
定
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
き
o

御
斎
会
に
も
太
政
官
厨
家
が
関
わ
る
が
、

御
斎
会
料
物
の
難
済
に
あ
た
り
、
永
宣
旨
に
よ
る
負
担
国
で
あ
り
、
反
本
賞
二
一
氏
の

指
摘
か
ら
推
測
す
る
と
、
在
地
の
領
主
と
小
槻
氏
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
開
発
が
可
能
で

あ
っ
た
美
作
国
に
、
確
実
に
負
担
す
る
こ
と
が
可
能
な
所
領
を
設
定
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
『
由
緒
注
文
』
に
「
隆
職
宿
繭
奉
論
旨
建
立
」
と
あ
り
、
太
政
官
厨
家
が
関
わ

る
列
見
定
考
の
炊
料
米
が
便
補
さ
れ
た
近
江
田
細
江
荘
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
の
行
事

の
料
物
が
不
足
す
る
状
況
に
お
い
て
、
諸
司
領
便
補
保
の
中
で
権
実
に
弁
済
可
能
な

所
領
と
し
て
確
立
し
そ
う
で
あ
っ
た
太
政
官
厨
家
領
便
補
保
を
、
国
司
が
御
斎
会
の

料
物
の
便
補
地
と
し
て
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
紀
伊
国
且
来
保
も
、
『
由
緒
注
文
』
に
「
右
彼
所
者
、
為
八
省
御
斎
会
併
官

御
祈
願
所
」
と
あ
り
、
公
家
二
一
壇
御
修
法
の
料
物
と
と
も
に
、
御
斎
会
料
物
が
便
補

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
保
が
「
紀
伊
保
」
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
諸
司
領
便
補
保
に
便
補
さ
れ
た
例
と
し
て
、
常
陸
国
笠
間
保
に
「
御
斎

会
召
綿
百
八
十
屯
」
が
使
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
天
福
一
．
三
二
一
一
一

四
）
年
正
月
の
御
斎
会
に
つ
い
て
記
し
た
『
経
光
卿
御
斎
会
奉
行
記
』
に
よ
る
と
、
各
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国
の
御
斎
会
料
物
の
未
済
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
常
陸
国
笠
間
保
司
右

衛
門
尉
光
重
は
、
料
物
を
弁
済
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
理
由
と
し
て
笠
間
保

が
北
白
河
院
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
鹿
島
社
造
営
の
費
用
を
負
担
し
て
い
る

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
各
国
ご
と
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
常
陸
国
は
笠
間

保
に
賦
課
さ
れ
る
の
か
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
の

月
次
祭
神
今
食
の
大
蔵
省
幣
料
は
、
十
九
カ
国
が
負
担
し
た
が
、
常
陸
国
は
笠
間
保
、

下
総
国
は
大
須
賀
保
が
負
担
し
て
い
る
（
刊
）
O

ま
た
、
常
陸
国
大
田
文
及
び
作
田
勘
文
（
自

に
は
、
こ
の
保
は
「
大
蔵
省
保
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
蔵
省
領
便
補
保
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
笠
間
保
司
の
書
状
か
ら
、
賦
課
さ
れ
て
い
る
料
物
が
判
明
す
る

2
0

2 0 1 5 

当
保
三
代
相
伝
知
行
、
巳
六
十
余
年
、
見
上
百
疋
、
祈
年
祭
幣
料
、
神
今
食
月

次
祭
幣
料
、
円
｛
一
不
寺
法
花
会
綿
百
七
十
疋
、
御
斎
会
召
綿
百
八
十
屯
勤
仕
候
、

此
外
全
不
被
切
下
文
候
也
、

第 6号

本
来
な
ら
大
蔵
省
の
切
下
文
で
各
国
が
支
出
す
る
祈
年
祭
・
月
次
祭
の
幣
料
、
永

宣
旨
に
よ
る
円
宗
寺
・
御
斎
会
の
料
物
が
大
蔵
省
領
便
補
保
で
あ
る
笠
間
保
に
集
中

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
御
斎
会
の
永
宣
旨
料
物
は
、
太
政
官
厨
家
領
便
補
保
の
美
作
国
田
原
荘
・

紀
伊
国
且
来
保
、
そ
し
て
大
蔵
省
領
便
補
保
の
常
陸
国
笠
間
保
に
便
補
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
「
播
磨
国
保
」
・
「
照
津
国
保
」
・
「
美
乃
保
」

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
国
司
主
導
型
の
保
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
国
司
主
導
型
の
保

で
は
、
よ
り
弁
済
可
能
な
国
街
領
へ
国
司
の
判
断
で
便
補
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

て
も
、
開
発
の
功
力
を
入
れ
て
現
地
の
領
主
と
協
力
し
て
経
営
を
し
て
い
く
と
い
う

状
況
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
国
司
は
料
物
受
納
側
主
導
型
便

補
保
で
あ
る
太
政
官
厨
家
領
便
補
保
や
大
蔵
省
領
便
補
保
に
御
斎
会
の
永
宣
旨
料
物

を
便
補
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
季
御
読
経
の
料
物
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

史人

建
久
四
（
一
一
九
二
一
）
年
、
安
芸
国
司
は
、
世
能
村
・
荒
山
村
に
「
太
政
官
厨
納
物

三
十
五
石
、
地
子
公
易
絹
二
十
疋
、
油
一
石
三
斗
、
円
宗
寺
最
勝
会
料
米
三
十
石
、

泊
三
十
石
」
を
便
補
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
は
「
本
田
不
幾
、
偏
為
荒
廃
之
地
」

で
、
さ
ら
に
「
成
給
庁
宣
之
日
、
校
量
彼
所
地
利
之
処
、
不
及
五
分
之
ご
と
い
う

状
況
だ
っ
た
の
で
、
建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
、
小
槻
隆
職
の
申
請
に
基
づ
い
て
勅
事

院
事
・
大
小
国
役
・
国
使
入
勘
免
除
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
。
同
時
に
、
永
宣
旨
料
物

で
あ
る
秋
季
季
御
読
経
の
料
米
百
石
が
加
済
さ
れ
た
（
日
）
O

世
能
村
・
荒
山
村
は
、
円

｛
一
不
寺
最
勝
会
料
米
・
油
と
、
秋
季
御
読
経
料
米
の
二
種
類
の
永
宣
旨
料
物
が
便
補
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
便
補
保
が
世
能
荒
山
荘
に
な
っ
て
い
く
。
世
能
村
・
荒
山

村
は
瀬
野
川
流
域
に
あ
っ
た
が
、
隣
接
す
る
熊
野
川
流
域
に
は
、
文
治
四
三
一
八

八
）
年
に
小
槻
広
一
男
が
本
領
主
貞
宗
か
ら
寄
進
さ
れ
、
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
に
子
孫

相
伝
の
宣
旨
を
得
た
「
御
祈
願
所
領
阿
士
熊
野
保
」
が
あ
っ
た
き
o

前
稿
一
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
阿
士
熊
野
保
は
公
家
三
壇
御
修
法
の
料
物
を
確
保
す
る
た
め
立
保
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
両
荘
保
の
関
係
は
、
小
槻
氏
が
安
芸
国
に
所
領
を
得
た
こ

と
で
太
政
官
厨
家
料
物
の
未
進
も
催
促
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
安
芸

国
司
は
、
阿
土
熊
野
保
と
隣
接
す
る
世
能
村
・
荒
山
村
を
便
補
の
地
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
小
槻
氏
は
、
国
司
の
主
導
に
よ
る
立
保
の
地
で
あ
っ
て
も
、
「
殊
入
功
力
開

発
荒
野
」
経
常
に
努
力
し
た
が
、
そ
の
後
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
永
宣
旨
料
物
で
あ
る
円
宗
寺
法
花
会
料
米
に
つ
い
て
、
建
久
六
（
一

一
九
五
）
年
十
二
月
四
日
に
宵
務
小
槻
隆
職
に
若
狭
国
国
高
荘
の
子
孫
相
伝
を
認
め
た

官
符
（
円
）
に
、
便
補
さ
れ
た
納
物
と
し
て
「
公
家
長
日
御
修
法
供
米
・
造
八
省
院
料
米

・
円
宗
寺
法
華
会
用
途
・
太
政
官
厨
家
納
物
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
官
務

小
槻
隆
職
に
土
佐
国
吉
原
荘
の
子
孫
相
伝
を
認
め
た
建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
十
一
月

土
佐
国
留
守
所
下
文
案
き
に
便
補
さ
れ
た
納
物
と
し
て
「
口
長
日
不
動
法
供
米
・
円

宗
寺
法
花
会
料
米
・
太
政
官
厨
家
納
物
」
と
あ
り
、
両
荘
は
と
も
に
『
由
緒
注
文
』

に
記
載
さ
れ
た
官
中
便
補
地
で
、
前
身
は
太
政
官
厨
家
領
便
補
保
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
も
太
政
宵
尉
家
領
便
補
保
へ
の
永
宣
旨
料
物
の
使
補
の
集
中
が
確
認
さ
れ
る
の
で
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永宣旨料物の便補について（早野）

あ
る
。
さ
ら
に
、
宥
狭
国
国
冨
荘
に
便
補
さ
れ
た
四
種
類
の
納
物
が
、
永
万
元
（
一

六
五
）
年
二
月
二
十
四
日
国
冨
保
の
立
保
を
認
め
た
国
司
庁
宣
案

E
に
見
ら
れ
る
こ

と
や
、
先
述
し
た
安
芸
国
世
能
村
・
荒
山
村
へ
の
永
宣
旨
料
物
の
便
補
の
例
か
ら
考

え
る
と
、
国
司
は
国
内
に
諸
司
領
便
補
保
の
立
保
を
庁
宣
で
認
め
る
と
き
に
、
諸
司

側
が
主
と
し
て
便
補
す
る
公
家
三
壇
御
修
法
供
米
な
ど
の
重
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、

そ
の
便
補
保
に
は
官
務
小
槻
氏
が
開
発
の
功
力
を
入
れ
る
な
ど
安
定
し
た
経
営
が
な

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
予
測
し
、
そ
の
固
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
永
宣
旨
料
物
を
あ
え
て

便
補
に
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
官
務
小
槻
氏
を
徴
収

の
責
任
者
と
す
る
体
制
の
中
で
、
料
物
を
確
実
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
永
宣
旨

に
よ
る
賦
課
↓
公
家
三
壇
御
修
法
の
料
物
確
保
の
た
め
の
料
国
の
設
定
↓
現
地

の
領
主
と
の
協
力
に
よ
る
料
物
受
納
側
主
導
型
便
補
保
の
立
保
と
い
う
流
れ
は
、
安

定
し
た
諸
司
領
便
補
保
形
成
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
、
御
斎
会
・
季
御
読
経
料
の
料
物
の
検
討
か
ら
、
そ
の
国
に
、
公
家
三
壇
御

修
法
料
物
な
ど
、
諸
司
側
が
ど
う
し
て
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納
物
が
便
補

さ
れ
、
諸
司
側
の
努
力
に
よ
り
比
較
的
経
営
が
安
定
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

太
政
官
厨
家
領
便
補
保
や
大
蔵
省
領
便
補
保
が
立
保
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、

国
司
が
永
宣
旨
料
物
を
集
中
し
て
便
補
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
要
約
し
て
、
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

一
、
王
朝
国
家
期
の
主
要
仏
事
で
あ
る
御
斎
会
・
仁
王
会
・
季
御
読
経
料
の
料
物

は
、
永
宣
旨
に
よ
り
各
国
へ
の
賦
課
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
末
期
に
は

納
入
状
況
が
悪
化
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
い
ず
れ
も
便
補
保
か
ら
進
納
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

御
斎
会
・
仁
王
会
・
季
御
読
経
料
の
永
宣
旨
料
物
が
便
補
さ
れ
た
保
は
、
立

保
時
に
国
司
が
国
街
領
の
中
か
ら
料
所
を
指
定
す
る
国
司
主
導
型
の
保
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
保
の
転
倒
と
い
う
危
険
を
常
に
は
ら
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
国

街
の
所
当
官
物
か
ら
切
下
文
に
よ
っ
て
京
都
及
び
そ
の
周
辺
で
徴
収
す
る
国
街

役
で
は
、
基
本
的
に
徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
た
と
え
国
司
主
導
型
の

保
で
あ
っ
て
も
便
補
保
か
ら
の
進
納
の
保
役
の
方
が
、
料
物
を
確
保
で
き
る
可

能
性
が
高
か
っ
た
。

御
斎
会
・
仁
王
会
・
季
御
読
経
の
料
物
に
代
表
さ
れ
る
永
宣
旨
料
物
が
便
補

さ
れ
た
保
は
、
基
本
的
に
国
司
主
導
型
の
保
と
い
う
段
階
を
抜
け
き
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
永
宣
旨
料
物
を
国
司
主
導
型
の

便
補
保
に
任
せ
て
お
く
の
で
は
な
く
、
現
地
の
領
主
と
協
力
し
て
、
行
事
を
担

当
す
る
料
物
受
納
側
が
積
極
的
に
保
の
開
発
・
維
持
・
経
営
に
乗
り
だ
す
必
要

が
あ
っ
た
。
、
一
宣
旨
で
賦
課
さ
れ
た
公
家
三
壇
御
修
法
の
料
物
徴
収
の
責
任
者

で
あ
っ
た
官
務
小
槻
氏
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
官
務
小
槻
氏

が
各
国
に
建
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
便
補
保
は
、
国
司
主
導
を
脱
し
た
料
物

受
納
側
主
導
型
便
補
保
で
あ
り
、
中
世
諸
司
領
に
な
っ
て
い
く
。

三
、
諸
国
か
ら
国
街
役
で
は
永
宣
旨
料
物
が
進
納
さ
れ
ず
、
た
と
え
便
補
保
が
立

保
さ
れ
た
と
し
て
も
国
司
主
導
型
の
保
で
あ
り
、
不
安
定
さ
を
伴
う
と
い
う
状

況
に
お
い
て
、
行
事
費
用
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
あ
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
永
宣
旨
料
物
が
賦
課
さ
れ
た
国
々
に
、
公
家
三
壇
御
修
法
料
物
な

ど
諸
司
側
が
ど
う
し
て
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納
物
が
便
補
さ
れ
、
諸

司
側
の
努
力
に
よ
り
比
較
的
経
営
が
安
定
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
太
政

官
厨
家
領
便
補
保
や
大
蔵
省
領
便
補
保
が
立
保
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、

永
宣
旨
料
物
を
集
中
し
て
便
補
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

( 100) 
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（l
）
本
朝
世
紀
同
日
条

（2
）
勝
山
清
次
「
便
補
保
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
五
九
巻
六
号
一
九
七
L

ハ

年
、
の
ち
同
氏
『
中
世
年
貢
制
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
一
九
九
五
年
に
収
録
）

（3
）
永
宣
旨
に
よ
る
進
納
に
つ
い
て
は
、
長
沢
洋
「
王
朝
国
家
期
の
財
政
政

策
」
（
坂
本
賞
三
編
『
王
朝
国
家
国
政
史
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
一
九
八
七
年
）
、

川
本
龍
市
「
王
朝
国
家
期
の
賑
給
に
つ
い
て
」
（
向
上
）
を
参
照
。

（4
）
大
津
透
「
平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究
」
（
同
氏
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の

研
究
』
岩
波
書
店
一
九
九
三
年
）

（5
）
拙
稿
「
太
政
官
厨
家
料
固
と
便
補
保
」
（
『
史
学
研
究
』
一
八
二
号
一
九

八
九
年
）
前
稿
一
と
表
記
す
る
。

（6
）
『
玉
葉
』
文
治
四
年
六
月
二
十
九
日

（
7
）
『
玉
葉
』
建
久
元
年
九
月
二
十
六
日
条

（8
）
『
玉
葉
』
建
久
元
年
九
月
二
十
六
日
条

（9
）
『
士
口
続
記
』
文
永
八
年
八
月
二
十
二
日
条

（
叩
）
『
吉
続
記
』
文
永
九
年
十
月
一
日
条

（
日
）
東
南
院
文
書
二
ノ
奇
一
（
『
平
安
遺
文
』
二
六
四
八
号
）

（
口
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
十
月
一
日
条

（
日
）
『
平
戸
記
』
寛
元
三
年
二
月
十
日
条

（
凶
）
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
九
四
五
六
貢

（
日
）
『
民
経
記
』
文
麿
元
年
正
月
条

（
凶
）
本
郷
恵
子
「
中
世
前
期
の
朝
廷
財
政
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一

O
一

巻
四
号
一
九
九
二
年
、
の
ち
同
氏
『
中
世
公
家
政
権
の
研
究
』
東
広
大
学
出

版
会
一
九
九
八
年
に
収
録
）

（
打
）
拙
稿
「
諸
司
納
物
の
徴
収
と
諸
司
領
便
補
保
の
成
立
」
（
『
海
南
史
学
』
三

（
一
号
一
九
九
四
年
）
前
稿
二
と
表
記
す
る
。

（
同
）
所
領
と
し
て
確
史
し
荘
園
化
に
成
功
し
た
諸
司
領
に
は
、
坂
本
賞
三
「
二

階
層
の
開
発
領
主
」
（
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
二
一
号
令
一

O
O
八
年
）
で
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
、
領
家
層
開
発
領
主
と
地
主
層
開
発
領
主
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
在

地
経
営
が
想
定
さ
れ
る
。

（
円
）
『
葉
黄
記
』
同
日
条

（
却
）
こ
こ
で
い
う
「
国
保
」
と
は
、
十
一
世
紀
四
十
年
代
に
設
定
さ
れ
て
い
く

国
街
行
政
単
位
と
し
て
の
保
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
他
の
用
例
と
し
て
は
、

鎌
倉
幕
府
追
加
法
文
暦
一
一
（
一
二
三
五
）
年
七
月
二
十
三
日
条
に
「
国
保
司
跡
」

と
「
京
保
司
跡
」
が
対
比
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
国
街
行
政
単
位
と
し
て
の

保
と
、
保
司
が
在
京
者
の
便
補
保
の
対
比
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
幻
）
高
野
山
文
書
宝
簡
集
七
（
『
平
安
遺
文
』
三
四
－
一
八
号
）

（
刀
）
『
壬
生
家
文
書
』
第
ョ
一
巻
三
－
四
号

（
お
）
長
日
如
意
輪
法
月
宛
国
々
（
『
門
葉
記
』
第
四
九
巻
長
日
如
音
山
輪
法
補
二
）

（
引
け
）
『
西
宮
記
』
巻
五
に
「
貞
観
二
年
一
一
月
九
日
、
永
白
日
一
旨
、
正
月
内
可
進
施

物
絹
百
三

O
疋
、
太
宰
府
所
進
」
と
あ
る
。

（
お
）
常
陸
税
所
文
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
三
八
二
四
号
）

（
お
）
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
一
三
四
二
二
貢

（
幻
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
六

（
お
）
注
（
5
）
拙
稿

（
却
）
坂
本
賞
三
「
保
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
史
学
研
究
』
一
－
五
八
号
二

O
O七
年
）

（
却
）
『
勘
仲
記
』
正
応
元
年
六
月
卜
一
日
条

（
日
）
注
（
お
）
参
照

（
立
）
『
経
光
卿
記
』
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
八
月
記
紙
背
文
書

（
刀
）
官
宣
旨
案
（
『
壬
生
家
文
書
』
第
二
巻
三

O
六
号
）

（
M
）
小
槻
有
家
重
奏
聞
条
案
（
『
壬
生
家
文
書
』
第
二
巻
三
二
一
号
）

（
お
）
古
川
半
七
氏
旧
蔵
文
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
八
二

O
日ゲ）

（
M
）
『
壬
生
家
文
書
』
第
四
巻
一
三

O
Lハ
号

（
灯
）
『
壬
生
家
文
書
』
第
一
一
巻
モ
＋
し
ハ
号

）
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